
学校評議員の評価結果について 

平成 26 年 12 月 2 日実施 

１．評価結果 

（１）授業について 平均３．５ 

  ・毎回感激しています。「～さん」は verygood!!  

  ・小学部ではなかなか授業に集中できにくいことによく配慮されている先生方の指導がうまくで

きている。 

 

（２）個別の教育支援計画、個別の指導計画、授業連絡カードについて 平均３．２ 

  ・保護者の希望や願いが連絡カードの内容をみることで安心できることが、この評価によってあ

きらかになったことから特に小・中学部の保護者にとってよいことがわかる。 

  ・高等部については、これから少しカードの内容について簡単にする方向でも良いと思う。 

 

（３）進路指導について 平均３．５ 

  ・保護者とＯＢの保護者との面談、大いに活用してもらいたい。 

 

（４）学校の環境、安全、情報発信について 平均３．７ 

  ・庭木の剪定、希望に応じた草花 

  ・防壁の彼らの絵（手形）も素晴らしかった。 

  ・掲示物が少し多いように感じる。内容別に分けて指示するとより良いと思う。 

  ・ＨＰは立ち上げ当初に比べかなりレベルアップしたと思う。 

  ・以前に比べずいぶん他校への情報発信が行われているということを伺い安心した。 

 

（５）教職員一人一人の目標管理について 平均４ 

  ・児童生徒が上手くいかないときや行かなかったときは先生自身が「指導を振り返る」という言

葉はプロ意識を感じた。頑張っている先生方を適正に評価していただきたい。 

 

（６）ＰＴＡ活動について 平均３．６ 

  ・今年はバザーがなかったのでさみしく感じていますが、公開研など保護者の方がよく協力して

いる姿を見た。 

 

（７）教育研究についての情報発信について 平均２．８ 

  ・研究成果物などの無料配布、マスコミを利用した広報活動、県立の学校においてもらうなどを

行ってはどうか。 

  ・積極的な他校との交流があると伺い、これからさらに子どもたちへの深い研究につながること

を期待している。 

 

（８）学校全般について 平均２．７ 

  ・人事異動は難しいでしょうがよろしくお願いします。 

  ・業務分担の偏りはあろうかと思う。しかし、きちんとした労務管理、職場環境の改善等により

良い方向に向かうと思う。 

  ・研究校であるがため、先生方の業務の負担が気になる。身体を大切にして欲しい。 

 

（９）その他 

  ・いつもありがとうございます。「児童生徒の表情は先生を映す鏡」 

  ・先生方の行事や授業に対し、工夫されていて熱心に取り組まれている姿勢、また子どもに気長

に接する姿などに感動します。 

 

※評価基準 ４（大変よい、大いにそう思う） 

      ３（よい、そう思う） 

      ２（おおむねよい、思う） 

      １（改善の必要がある、思わない） 

 


